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幕末・維新期におけるクニフラー商会の貿易活動
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はじめに一瞬題の醸定一
クニフラー商会の成立

女書欝活動一士盤三藩との取引

クニフラー商会からイ夢ス商会へ

　　貿易商社二代理繕業務の時代ヘー

（i）　はじめに 開題の限定一

　幕末・雑新潮において躰蟹貿易繭社が，その貿易業務を通じて，瞬治維新の政治遜程を座右する

縁どの薄馨活動を果していたことは，イギ夢ス系貿易商鮭であるジャーディンニマセソン商会につ

いて詳纒に験討された石井寛治氏の蘇究をはじめとして霧らかにされてぎたところであろう鞍。実

際，幕末・維新難の外蟹貿易商社（中馨系を除く，以下繕様）についてみれば，欝欝隼（饗治3年）

において，国携ではイギ婆ス系が総謙256商会の内欝iであむ，39．5％をしめている様に匿鱗的で

あった。これに次ぐのが，ドイツ系の薦藩会であむ，鷲、6％を占めていた2夢。イギ婆ス系のそれに

続いて，ドイツ系貿揚繭被の位置は幕末・維新簸にあっては意外に高いものであったといえよう。幕

末・維新難葦こ「紀州藩カミドイツ力芝ら兵器類を買い入れ、，　ドイツ人の軍曹カール・ケヅペソによる伝

習嚢こよってプPイセン式の軍事改革を実施したことなどはよく知られていることであった瞬．この

め　石井寛治罫透代襲本とイギ！ナス資本一ジャーディyまマセソン商会を中心に一圭葉奈大学講叛会，鷺額年，

　　凝ぎ大系　羅本の整変雛　麗溝と綾無重事学館，聡齢驚。また，グラバー晦会に醜する詳纏な醗究として杉

　　凄｛串毯「グラバ一篇悪食一事1治初類紅おける夕奮薦垂の澄1勤一」（一一〉（二二）ゼ無幸褻　透殺霧安蘇究3　幕末・経籍

　　の蒙本書『年報　近代藏本醗究填　太平洋鞍争垂経緯建蔽社．璽§繊年，欝毅奪，更に，瞬携馨治緯新とイギ

　　すス漉入一トマス・グラバーの生獲一構磨渡新書，欝93年がある．庫鶏はこれらの著作に多くを負っている。

2）　ζイギサス領事報告圭。なお，詳しいデータは杉由神亀堅窮治維新とイギ華ス藏人選（繭掲），32ベージを参難

　　さ潔。憐こ㌧㌦

3》蟻轟aelCarvεr，Twe厳重e極Ce鑑雛yWarriors－丁艶艶ve翌。鐸戯。｛t醗Ar猫eδ恥rceso盤瀧醗a霧

　　Ml搬g響翼離婚RSr圭§87、We羅ε蛭e纏＆翼賛譲so擁，333魏｝（舞霧について，ごく籍雅な紹介を試み，たこと

　　があった．rイギ夢スから見た透飛露本一時覇籔分の一一視点一」嘉、t大学蓼学術醗究会会鞭垂第鐙号，欝鍵

　　年）。また，表掲，石井寛治ぎ大系　霞本の鰹史稔　聡蟹と緩新疇箏も参黙。ケッベソは，実灘には，r大藪
　　　　てマ　マ　コ
　　在留プ葺イス講社元輝蟹歩兵事隊長」（縛縄徳繕史第欝懸南紀徳絹史霧行金，i§32隼，2欝ベージ）で

　　あった。
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蝶介をしたのは「神戸外商」であ参，それはドイツ系のクニフラー藩会であった嚇。しかし，幕末麟

港の経緯とその歴史的意義を欧米資本主義における量雰薦場戦略の展簾とのかかわ祭で検討され

た，石井寛治墜恥巌志纏『盤饗毒場と幕末麗港垂（東萩大学鵡蔽会，驚82年）においては，ドイツ

（及びドイツ系貿易薦琶）との幾連については，麗港後の過程を含めてほとんど論じられてはいない。

勢こ，近年，戦勲こおけるドイツ・シーメンス祇の縮活動について蘇究が進められてお帆饒せ

て，ドイツ系貿易商被（及び，メーカーの貿易商桂的業務）に1ついても検1討がなされている。しか

し，発蟻としての幕末・維新難における貿易活動については解瞬されてはいない。幕末・雛新難に

醸奉とドイツ（実鰹には，プPイセソ，そして能ドイツ連蔀）との遠藤条約が締結され，貿易翼係

が雛鎗されたこと，そして瞬治以降においても，蔭水陸灘軍の「軍霧島確保」が，輸入及び製造鼓

徳の導入に関して，ドイツ・クルップ縫などに依存することが大であったことなどを想起すれば軟

これらに深くかかわったといわれるドイツ系貿易商縫について，幕末・維新難における貿易取引過

程を解塾することが，まず，不可欠となろう。

　本稿で取拳上げる，クニフラー商会L、K盛鐙eで＆Co．7》については，イ婆ス商会の麟身であ鰍幕

末・維新鱗に土鶴藩と深く纏わったことや，上銭藩の撞当の一人が唐織麹太部であったことなどは，

賎に知られている8｝。しかし，その具体的な遍程についてはこれ重で解弱されることがなかった。本

積徳その点を墾らかにすることを課題とする。

（沿　クニフラー商会の成立

　クニフラー商会は，露5§年（安政6年）7月i馨，長崎において，／レイス・タニフラーと，ヘル

マン・ギルデマイスターによって葬L．クニフラー商会」として設立された鱗。ルイス・クニフラーは

ドイツ・デュッセルドルフ生まれで，貿易業務に携わるに至ったのは．鰺52年に，「バタヴィア1ジ々

カルタ3のパルデル＆シュティーハウス繭会」という方ランダ領東インドを本礎地とする貿易繭縫

の縫員になってからであった聯。もともと，i8鍛年の英蘭協建を契機とする現インドネシアのオラ

4）　幾稿ド萌溝前鶏兵器輸入と貿易籍社一陸軍工康との関連において一」名古麗大学『経済讐学書第騒巻第毒

　　号，茎繋7年，3鎚ベージ参照。ついでにいえば，それはrッンナールゲールと称する鍼銃1ツソナール撃録

　　銃］数手縫購買」と連翳する震い入であった（叢擬薄髭徳羅史　第鷺懸垂2碧ページ）。

5〉代表麟なとのとして，哲申事『ジーメンスと瞬治露本圭棄纒大学患版金．辮鍵年，工藤章綜本企業麗係史選

　　有斐麟，欝§2年簿がある。更に，試鋸晴人「古海棄兵衛の露光発電醗建設計褻」東京大学ζ経済学論集蕃第

　　詩巻第3馨，鐙鍛年一等がある。

6）　さしあた参，雛穰総濤戦争と建兵工巖一軍器素材雛産化の一鶴一」名古屋大学『経済無学圭第総巻第蓬

　　砦，謄89年を参解、。

7！本稿ではポィ婁ス嚢会饗年史』（イ夢ス商会，欝欝奪），にしたがってクニフラー商会と表寵する。ただし，崇

　　用文においては，原文にしたがっておウ，クニフラル商会等と記すこともある。

齢　錯奉産業欝参陣史　上達馨経籍蓄，欝§7年，i盤畦22ベージ（灘聾福寿氏執筆），罫三菱商事被艶　上巻無盤§

　　年，等を参翠，．

9）　麟掲終婆ズ商会衰年、史圭緒簿。

臆）　購L，欝ベージ．
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ンダによる支醗の下で展聡した，r強麟栽培方式」によるr藏贔作勃栽培」という重商主義的纏見地

経営が，バタヴィアを擁点とする貿易商縫の活動展麗を生み産していたのであるが，欝盤紀半ば以

降，このr強調栽培方式ゴが槍次いで廃止され，欧米資本の投資による薦贔作麹プランテーシ丑ン

ヘと転換したこともあって鵜，購藤金縁新たな貿易地点を求めることとなう，露寒修辞通商条約が発

効する年であった欝59年に，クニフラーは長綺へと嚢著する膓。

　盛擁，クニフラーは長綺での活動を「バタヴィアのパルデル＆シュティーハウス薦会の支店」に

するという意馨をもっていたために，「新しい会縫はオランダの課護下に置かれることとなった」窃。

それというのも，礬水鰹にあっては，ヂ中震と異って，条約耀手遜の離しか　　　現在舞85§年の麗

港轟時1驕かれている港でも一寄港を許されていなかった」ためであった瞬。

　クニフラー商会と隅ギ時難に欝本に支震を購えたドイツ繭蛙には∫ギュッチョウ商会，グレッサー

商会，蜂ンダウ商会，シュネーペル蕗会，A・シュミッ卦葎会．シュルッエ・ライス臨会などがあ」

参，長綺におけるドイツ系商琶の数を見ると，r欝欝年（安政6年）通商麗始の灘には6縫であった

ものがやがて9教，欝縫とな参，それに応じてそこに饑くものの数も増えていった」渇と奮われて

いる。

　この蟻なドイツ系貿易繭琶の活動展雛は，ドイツと蔭本の遜薦条約纏絡を必至なものとした。と

はいえ，r鰺経年（万延元年）にはスイスとベルギーが交渉を嬉めたが失難し，翌鰺瞬年（文久元

年）にはオランダ漆デンマークの為に条約纏結の援勤を試みたが，これも成功しなかった」という

様に，饗本との条約纏結は容易ではなかった。ベルギーとイタ婆アにとっても同様であった灘．

　しかし，プ瞠イセソは，欝§春年§月に，rフ夢一ド夢ッヒ・ツ・オイレンブルク燈」をrプβイセ

ン特命全権公疲」として瀕遷し，r蒸気三橿壊走艦アルコナ号，武装三橿快走艦テティス号，スクー

ナー艦フラウエンρ一プ号の三隻のプρイセン軍艦と二隻の補給懸」で来航し，そのr数落後軍楽

騒を禿頭に，欝吾人近くの兵麩を引連れて鍍は江戸に乗込」み，条約交渉を行った。その緩果が，鰺磁

年の幕府とプ・イセンとの修好通蕎条約講舞であった聯。この威勢の背後には，葬アメ夢力領事タウ

ンゼント・ハ夢ス熱海獲も調停に努めた」麟こともあったが，「ルイス・クニフラーがベル夢ンへ送っ

た数々の報告が役だって」鋤いたのである。

　その後，盤68年に至参，このr条約を北ドイツ岡盤の全簾鷺無妻こ権瀦のある醸数量するのに成功

し，その結集，ドイツからはハンザ都南の艦齢も馨本の麗港場へ入港することが鐵来る様になつ

雛）

工2）

13）

i遵）

i§）

露）

i7）

i8）

ig）

さしあた参う鞍井露躬雄縫ゼ地域からの歯舞愛護　東南アジア茎輔讐嚢闘社予玉総3年を参照心

蕪撮影イ厚ス護会青年史圭懲ベージ。

講と。

岡上，玉3穫4ベージ啓

以上，雇主，22ページ。欝蕊年の，長鰐における外馨貿易薦巻の触員数について見れば，クニフラー商会は，

グラバー商会，オールト商会，そしてウォルシュ商会に次ぐ幾摸であった（杉山・陣毯，醜掲『麩治維新とイ

ギ夢ス商人圭7尋ページ）む

蕪掲ぎイ夢ス商会頁年愛護鍵ベージ。

弼．ヒ，27ベージ．及び石井寛治軍大系欝本の整史麗麗羅と縫新里〔前掲）巻末の年褒を参照．

蕊掲ぎイ…タス藤会議年史圭27ベージ。

瞬■一ヒァ25ベージ。
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た」2麟。　霞i本と「雌とドイツ選1都韮との「修養子通商航海条約」の「講鶴」きまi8§§年であった盤｝。

　ドイツ系貿易商荏のなかでは，rL・クニフラー商会は農本最密のドイツ商社三としてi8総隼獲に

は野最大のものになっていたゴ鱒のであ穆，たとえば，駿865年（獲紀1元年）横浜のドイツ商社陶の

鰺隻の船の内6隻がクニフラー縫宛のものとなった。この露隻の卦ン数を考憲に入れて見ると，横

浜のドイツ薦鮭の半分がL・クニフラー商会の手に落ちた」鋤といわれる程であった。

　わけても，「クニフラー商会が次ぎな取引をしていた」のは鐘羅であった鱒。鐘騒はくすのぎ（撞

轡）を原料として製造量られ」25｝，「東洋的趣殊の濤眞な香料薬品として，古来から虫喰け，カンフル

潅装薬等として使灘」癬されていた。そして，「鰺羅は藻本の特産品として古くから量界毒場にその

名」錺を知られてお今，欝63年から露簿年までの難問において，擁麟は，長綺港からの輸鐵総額の

3．§％を占めていた鰍。そして幕末・維新難，鹿笛島・高知の「二藩の生産勃が舞鶴を経て翰墨」さ

れ，たのである2慾。クニフラー商会の場合，特に上銭藩との関連において，擁羅貿易に一定の位置をし

めるところとなった。次にその点を検討しよう。

（欝）　対霞活動一土佐藩との取引

　よく知られている様に，土佐藩においては，欝66年（慶応2年）に貿易擦当機闘として麗成鋸を

設立する。設立の意懸は，上盤藩の「塞馨強兵を目的とし，藩鴬によって産業を興し，±姓物産の

籔興を懸参，藩籬との取引，或は外国貿易によって商騨を得，岡鋳に磐馨の知識・披講を導入して

藩の軍講強化を爵ること」であった。r醐絞館の奉行（すなわち責誓老）は後藤象二郎であったあそ

して，「岩鋳誌太霞難ま麗戒館貨殖局下役に鐵佳し」鋤，鰺§7年（慶嬉3年）3月，「強太鄭は佳麗綬1福

岡藤次に随得して長綺に行ぎ，長蕩鐵張漸嚢務」とな鯵，r縄年六羅には後藤象二郎よウ畏綺商会（醸

成館長麟1轟張藪）の主任者として，一切の取仕勢むを経せられた」のである。「嘉蒔長綺にあって強

太鄭と密接な取引のあった外国遜人盛としては移ギ夢ス人トーマス霊Bニグラバ㌦ウィ夢アム＝

」＝オールト，ヒューズ，オランダ人シキ甑一ト，プβシャ人ルイス＝クニフレル，アメ婆方人ウォ

ルシュ兄弟轡であったといわれる。この様に，クニフラー商会もその一つであった。

2櫛　縛一鉦，3§ベージ。

2鈴　箔、峯金離年表圭馨本銀行金鞍醗究辮，臆銚年参黙．

22）　羨鶏ぎイ亨ス商会葺年史≦37ページ。

23）　瞬一と，5§ページ。

塞）購■L，39ベ…ジ。

2§）　罫縫懸専売史筆欝本専売公綬，謄§6年，圭ベージ。

2紛　綜本縫瓢の現勢と擁鱗造林の急務圭専売羅．欝欝嘩，iページ。

2齢　 繭掲ζ縫，騒専売史垂iベージ。

28）杉巨神趨糊治維新とイギ…ヌス商繕（養撮）護8纏§ページ．

2郵　講一1二．露ベージ倍

講）　舞”と，罪三三菱議事社愛　　L巻圭董露§年，7－8ページ。なお，貨殖舞ま憂麟・大阪・兵罎に塗張辮を置ぎ童と

　　して貿易活動を目的とするものであった自

3i〉　以、ヒ．講垂。
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笠井1幕末・雑親類におけるクニフラー薦会の貿易活動

表1．　クニフラー商会よ今ま1葛三藩ノ＼の発表轟轟黙

年 月 コ
蹟

仁
陣

騒 数
…

i86§慶応2）年3羅 篶手螺線鑓 欝毒薬 i
至8§6（慶紀；2）年3羅

茎8｛遙　（慶慰2）　年3　舞

i8§毒　（，獲弾幕2）　年3丹

鰺春6（慶応2〉年騰丹

欝欝（慶嬉3）年i弩

i8暮7（護i葱3）無主肩

浸乎螺，線銃

箕羅藝段．連

涯金1

後込ビカル←…ブッチャールト銃

蒸無縫ヒ羅ゴ付羅品共

心錠

欝警邏

玉鎗覆

5韓挺

　1隻

5韓挺

単鰻講）

　i5

　7．i

　欝．i

32

会計（癖）

1，5韓

i．轟馨

2．i35

（魯．§董暮＞

i6，毒韓

7巷，韓§ドル

7§．麟魯ドル

塗残1ぎ長騎士盤商会鷲係交書圭i－2ページなど。

　疑に見た様に，艮本とプ韓イセンとの通商条約が懲縫奪i月に発効した後，クニフラー商会は長

崎において末路的に貿易を麗嬉する。その椿事が土佐藩であった。

　まず，上銭嶺竸成館設立に鰐応ずる様に，建6§年3月，土釜藩の産梅である縫臆と軍需品の交易

に聾する「約定書」解とむかわされる鋤。つま今，上盤藩はr極上之乾撞臆蒼五拾萬斤」を欝§6年

3層からi8霞年3月までの5奮闘にわたって，年闘鵠万斤を，購斤当むH嚢でキニフラー商会

に瞬ぎ讃すというものであった。嘉蒋，騒本からの縫騒輸露高は，箆68（墾治元）年において，4総，

i騒斤であ疹（後掲，表珪），年聡契約高騰万斥はその騒％に当たる程のものであった錨．

　これに鱒して，クニフラー溝会は，表iに示された品物とr髭金」を支払うこととなった。土佐

藩は「手付’繭金」として，合議i万5千溝穏当を受け取ったのである。その返済計画は次の遜ウで

あった。

　「……返金之儀者年々売渡二輯成嫉樟騒哲斤癒金拾壱爾之麹壱再宛数返金拾爾之勘定ヲ以請取葺

五拾萬斤終二至冬葱蕎皆済三根成躾篠薄致巌事3。

　つ玄り，撞麟売上代金の一認，つ窪り欝彗斤あたりi嚢の計算で，毎年返済することが，それで

あった。計錘では，5年後に15，暮暮毒両とな鯵，r手付鶴金」は完済となる。その際，土銑産の緯灘嫁

「齢来高簿程二羅もエルキニフル氏嚢会を絵キ絶之外羅属或ハ馨本人江不売護難」という様に，事実

上，キニフラル商会の一手叛売品霞となったのである。窪た，…簿年あた鯵3馨万斤を越える撞臆に

ついては「長織着二権成躾ハバエルキニフル氏商会ヲ穏尋入構無之不及買講二嬢時表土盤役人ヨ婆

飽人淫売護可事事」とある様に，キニフラー商会の了解のド，土佐藩がその麹に売鋪するというも

のであった。

　しかし，購i86§年9月に至う，このヂ約定書」の取吟決めは，土建藩に．よって破られ，クニフラー

32）　高知地方史夢魔会霧罫長騎士佐薦会鷺係文諜（長駒牽霧霧詮録確海難碧立騒書館，孔議墾雛，欝鱒年，レ3

　　ページ。隠書は，、記薩藩蒲疲館のr貨殖馬長麟嵩張醗」に臠する蒙資料を版録したもので，本稿で羅馬した

　　もう一つの資料である，叢晦梁立喪綺馨諮謹撰戴資料「未1畷講蛇船荷主キニッフル」（本稿で糠，イ！／ス瞳会

　　暫蔵の皿ピーによっている。以響，準にぎイ夢ス醗会資料圭と略寵する〉と一部重覆する。

33〉窮掲薩秘専売難2§ベージ．杉醸牢也潮懸鎌とイギ1以醸雇磯賜〉によれば，i8総年，長鯖から

　　の樟籏韓鐵額菰磁，韓§ドルであり，年蘭灘浮身の予定懸額，33，む毒毒薩i（紡44．韓馨ドル〉は，その縁ぼ72％

　　となる。
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商会への返済は滞ることとなる。つま鯵，その根遜は「±佐敷瞬ハキニッフル商会望｝右手轡金と

して充分之高」をうけとりながら，樟麟のr縷場」が，r約定書」を取り交わした時のそれよりも高

くなったということで，樟羅のド値段引上」をはかってぎたことによっていた鋤。いわば，鐘懸懸絡

の引き上げというかたちをとって，主観藩の鰯蕃クニフラー姦会からの前渡金の返済を繰合延べる

策に崖たことが，問題の発蟻であった。なお，i867年昼月の糧場において，縫騒欝韓斤あたり2暮

雨となったことが記されてお鯵覇，クニフラー臨会と土佐藩との取り決め無籍である穀雨とは，趨

楽な開きがあったことは否定でぎないのであるが錨。

　いずれにしても，クニフラー商会灘はr違約」として，プPイセン領事を通じて，長麟奉蕎辮に

訴えるとともに，長綺停泊中の土佐藩蒸気懸二隻を差し押さえることの了解をもとめたのである。

　この係争はi8総年鎗月にr条約一札」として終結する緋。そこでは，先のr約定劃の内容に臠

する変更はせずに，さしあたむの返済誕薩を確認することとなった。つま今，さぎのi．5万癒（＝壱

分銀幕万枚）については，盤§6年「寅三月翼壁隅八舞迄二樟鰭代金之内ヲ以」て，支払うこととな

り，と触あえずr壱分銀面千縢覆五十弐枚二朱鵯壱片」が支払われることとな吟，残夢の金額（壱

分銀55，547枚余）は，iケ月i分の穂患を換えて，欝留年の葬三層迄二樟鰭代金之内ヲ以涯て，支

払うこととなった。つまり，r手付鋳金」を五籏年で支払うという予定は，土佐藩灘摂最密から滞納

したために，単年度での「完済盛方斜に窮警替えられたのであった。このため，擁騒8万斤を速や

かにクニフラー商会に引ぎ渡し，のこ鯵22万斤については，鰺67年3月までに弓iき渡すこととな

り，あわせて，完納するまで，擁麟を「外国人又は騒本人涯売渡串縫敷事」がと鯵かわされている。

　この事情の下でも，土佐藩は「後込ビカルト夢ツチヤールト銃五鷹鍵コをi挺当今，付羅贔とも

壱分銀鴛8枚（＝32講）で購入することを取り交わしている。賎に，現物を宝鑑藩が受け取ってい

る様であ参，紅代金之儀ハ右樟羅三拾万斤渡済之上無鷲尾二露元金払入璽牢事」という様に，先行す

る籏務（上盤藩働の）を済ましたとで，無利子で支払うことを，クニフラー商会は認めた形となっ

ている。この場合，クニフラー商会猿貿易晶としての樟懸を確保すべく，新たな軍需品を売り込ん

だとみるべぎであろう。

　更に，r条約一札」においては，今後，上銭藩がプPイセン産の軍霰品（r懸軍驚異等」）を買い入

れようとするとぎは，講様に臆羅の販売をクニフラー商会に委託することで代金に当てることと

なったが，その鰹の，樟麟単緬は「蒔之構場二縫イ売濃再申事」という様に，蒔癒檬場で計算する

こととなり，いわば上銭藩蜷の意海をうけいれる形に落ち着いている。土銑藩灘の交渉根手の一人

は，「参政　後藤象二郎」であった。

　その後，土銭藩は鰺67年（憂愁3年）重層に至ウ，クニフラー臨会よりrヒョゴと曝ふ蒸気船壱

隻付属之品薬代麟洋銀七萬ドルヲ以」購入し，クニフラー蔭会がr寅十二月望婆十ケ月日工構灘コす

こととし，更に，今度は逆に．，±佐藩からクニフラー商会に薄してr上灘と曝ふ蒸気麟壱隻付羅之

3逢）

3§）

36）

（
ご

3

鹸掲『長騎士盤遜余聞孫文蕎3纏ベージ。

罫イ嘆ス商会資料圭腿3枚濤。

ついでに言えば，クニフラー臨会取掻の糠籏は，長綺からヨー茸ッバヘと積み鐵された（ζ長崎±佐臨会縫係

文書露3纏ページ〕。

ぎイ｝ナス商会資舞垂捻鉦欝§枚興。
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品とも代癒洋銀三萬ドノレ」で売去罪することカζ取鯵交わされ．る3群。　この「約定」の藝浸りでは，洋銀尋万

ドルのアγバランスであり，クニフラー商会の貸し越しとなる。

　更に，建67年（擾慈3年）7∫窪に至り，新たなr約定」を触診交わす。つまり，鰺蕊年3月のr約

定書」の返済金を，洋銀28，7醗枚余，及び壱分銀iβ総枚として確認した上で，7月にi万再を，「五

千爾ハ撞駅売払之羨穆濃シ残》五千講ハ講品売渡之後チ猛払」うこととな参，さらに，濁奪8∫繋こ

もr露壱萬爾余ゴを支払うことで，要する江2万爾余で績務残金は麟子共にr皆済」とする見通し

が確認されている3蛎。i8懸年3月における上盤藩への鳶渡金に臆する係争は，ここに一駿東を遂げ

るかの難くである。更に，圭銭藩が買い入れたr兵塵船代金」として洋銀4万枚を9月に支払うこ

とを記している。もっともクニフラー商会から縁洋銀5万枚を求められていたのであるが，そのか

わ参，「若キニツフル氏ヨ夢離買入緩i時者其籔再遂繕談躾」という含みをもたせている。この「約定」

における上銭藩纐の交渉権手の一人が岩綺弥太郎であった。

　その後，鰺6？年i2月には，長綺のプロイセγ領事より長崎鎮台に麟してヂ上盤餓薄葬キニヅフル

繭会涯払不足一件茎こついて申し入れがなされている覇。すなわち，§月にクニフラー商会が訴えで

て，上銭藩麓が一鶴支払ったのであるが，驚月難鰻の，クニフラー商会が上盤藩に売隷したr蒸気

醗」の支払い予定金額尋万ドルが未だに未納であ参，郵速ニキニッフル商会涯穏護餓様尊下之権際を

以灘御敬謙」ることを要請し，さらに，長綺港にいる土佐藩のrスクーネル綴二隻珪の思懸を差産

め，いわば墨銀物件とすることを要求している。

　この時点でのクニフラー商会と±銑藩との支払勘定は表2の遜りであった。±鑑藩灘の支払いは，

難饗に遅れた上，支払い予定金額をもはるかに下醸るものであった（表3）。いずれにしても，1867

年蓑月に±銭藩とプ・イセγ領事とが取参交わした文書によれば，負籏の内訳はr兵庫麟代懸」と

して「洋銀違万枚」，及び「小銃代無」として8，総2講が競記されている鵜。

　この様な支払の遅滞が生じた要霞として，上盤藩鰯は，鰺67年のr八月初漿糧麟二段多分之掻失

ト構成曼再払之金子不絹漉ヲ以……」鱒ということをあげている。±鑑藩産の揮羅取引において「撮

失」を蒙ったことが，資金難となっていたことカt難られる。

　なお，先の訴えの過程において，プPイセンr同士」，つま参鎮事は，r長麟奉行ゴに離して次の

様に銃議している。つま鯵，r［長綺窪御奉行1が3……御局養誰来躾儀二躾パ停泊之土州船1二隻3

鐵観蓬蓬羅綾下躾」とプPイセン灘が要請したのに薄して，長綺奉賛はヂ其麟は差蓮がたぎ憲」を

醸馨したが，その遠慮は，土佐藩の籏務が「毅に関係無之昼在1長窪綺之土州家来葺夢も璽払入電」

オ甚あったという書室質を踏まえたものであった。　しオ正し，実萎祭畢こをま，土佐藩の盤獣こおいては「長蜜毒二

金子持合無之二村蟹評注申達し参蒼いたし繰迄飯証露人置躾儀二有之尤其儀二不及繰バ仮証書は差

38）　ぎイ夢ス商会資料至簸臓3枚目，ぎ長臨士薩繭会雛孫交婁黒7ベージ。当該難における外藏の「艦齢数鑓」につ

　　いては，杉凄体甕「グラバー商会」（蕪掲）に詳しい．

39）　『イ舜ス晦会資料主翼§通認枚§。通貨・為替変嚢を無規して，単纏に，洋銀iドル皿L2§雨として計算すれ

　　ば，23，軽鱗爾，そして壱分銀尋枚＝正肉として，約婚2爾とな参，その合計は約23，47§両であった。

鱒）帳縞土佐薩会翼係文謬欝ベージ．

鍛）　『イ夢ス商会資舞圭i綴枚唇，罫長麟土佐藩会関係文書書22老3ページ。

載）　『イサス商会資料王蔦8枚覆。

i丹
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表2．　「卦佐験葺1ヌエルキニツフル藏縫菰議入欝定書」

　　　　　　　　　　　　　　　　ほ呂67年i2房，於長綺ナ

土甚藩未納の分

金額（ドル）＜内殻＞ 支払簸欝

動注藩未納の分

轄，韓§　〈蒸気船代癒〉

2暮，7総会

玉，859余　〈零彗患〉

　土俵藩慶支払の分

玉総7年疑得2蓼露

里麗5年5月　玉露

『斐払翼

§，5燧金

5，§3§余

i867年暮月　7慕

欝67年9月嬉露

崇美

58，§雛余

縷羅ぼイ夢ス薦会資料美玉篇枚蓉．罫長跨坐佐商会講孫文馨茎欝ページ。

ヌ、不幸」という美感長なこ二とになっており，　このため，　ブ舞イセン餐嚢事後褻ま，つい身こ「兎角長綺二面

は土佐を恐れ躾様二見講鰻盛とまで言いきるのであった。わけても，「圭銭家来ヨ婆納方再致蓉申立

二村鐙綴蓋留躾儀は致難躾」ということもあって，プPイセン領事は．紅余藩は鐵来躾得業土佐薩馨1

長州は鐵来がたく趨察験」と憲で遠べるに至った。この背景には，上銭藩綴の意翼はともかく，ク

ニフラー商会に薄して，r其麟を当節代懸之代参として差鐵再串旨土州家来ヨ夢も車立繰」劔という

ことがあった．

　濁知のことではあるが，この時艱毒ま，政治的には，i8§7年（慶縫；3年）i2月の紅玉i敦復古のクー

デター」，及び，鰺68年（慶慈4年）1月のヂ鳥灘・伏見の載い」を経て成窒！した「維新致権」の下

で，露悪濤諸藩の紫外蔭務が，いわば「撰際的承認を獲得」輪する最大課題の一つに浮上する時鰻で

あり，そのため，土鑑藩のドイツ系貿易商琶に韓する「負鑛ヨ問題も「維新政権」のレベルで問題

解決が馨られていくこととなる。

　この様な政治的な変化が，建68年4擁における土毯藩とクニフラー商会との返済謙遜に幾するや

参とウに反狭する。まず，上盤藩からの提案は表3（鰺67年鴛雇以降の鶴飛）の遜むである。実に，

総額62，鼕鼕奪爾が上姓藩の績務として支払われることとなっている。この闘，新たに火薬類を買い入

れていることを験けば，これまでの績務の積み重が，この総額に結果したのであった。いずれに．し

ても，この返済計爽によって，「残金藁蕎金等遂勘定皆済之筈」嶺であった。

　しかし，土佐藩健からの鷺稲年§月におけるこの返済計錘の提案に対して，クニフラー商会は「霞

当も無之承引致兼躾」という様に，とても納得でぎるものではなかったので，上銭藩の績務につい

て，ついには，厩菰戸へ三者共引合権絞居躾」という様に，罫維新政権盤のレベルにおける開題化

を翼るのであった。ちなみ垂こ，　ここでの三三者とは，　クニフラー商会と上盤藩（岩綺弥太衰萎飽），そし

蓬3）ぎ長醗と佐薩会羅係文無3狂騰ベージ，

軽）　麟擦，石井寛治ぎ大系欝本の駐史稔　麟錘と雛新走を参饗。

　　多畏騎士薩麟会諜係文書』i53ヘージ．
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表3、　上饒藩のクニフラー商会護態する籏務・返済（予定）　一覧

年月 i 、ターフフー醸獄死鐸・鞍饗金額 土鉦灌菱仏骨，、 ノの釜i鰻繍ン延

縄6（慶落2）年3馨 i5，鱒曇爾 1

欝6§・i慶応2）年三韓愕

鰺§7ご，獲i癒3）無4彗

i8§7（慶応3ジ奪3月

欝遙7（．慶応、3）年5層

亙8毒7（．慶癒3）年7羅

盤§？皇「慶慈3）年7還

18§7！慶応3）年7彗

聡叡（慶応3）年8月

鰯7慶応3）年8月
i縄7・1獲応3）年§月

至8§7亡慶慈3）年§選

欝償（慶灘，3）年簸屑

18硬し慶欝3〉年盛月

i867（、慶建13）年玉2弩

クニフラー醸会死去駐・轟蜜資金額

　　i§，韓鵜講

洋銀4§，磐讐§ドル

慕，総2濁

i8春7（。覆嬉3）隼i2羅

i8｛｝8　（彗導治・i）　年婆　弩

圭8愚書　（軽篭治i）　年4　暮

i8碁8（墾治i）年5鴛

鴬総甥治i）年9鐸
i総さ（鑓始茎｝算盤欝

i8蓉9　（弱震餐2）　年2弩

i8｛｝§　（彗弩治2）　奪3月

と｛麦藩受払分，

壱分銀毒，薙2余

の金額1ま予定

（壱分銀蕊，騒7余タ

　（洋銀28，78馨　ドノレ）

　　　（至｛1．蟹嚢｝爾＞

　　　s，5毒暮講

　洋銀　　5．33碁教

　　　（工暮，暮舗湾）

　洋銀§，5鰭ドノし余

　（洋銀鱒，暮鐘枚〉

　洋銀§，§騰ドル

　（洋銀鱒，暮繍ドル）

洋銀　i．務§ドル余，毬悪、分〉

（負績総額洋銀灘。5韓ドル余）

　　（§．韓豊海）

　　憾，窃鋳講〉

　　（韓．鱒｛蕪奪）

　　C欝，巷彗春癖）

　　（欝，鱒彗爾）

　　（欝，麟巷爾）

　　（鱒，瞬警“縄〉

表嘆、　緯雛輸鐵海

牛馨巷 数量 療懸 亟浮樽場

1

二 螢 ｝ 提出　通謀自主§総（覇治元ラ年

歪8総（　　二）年

ig？巷（　　　二三）年

鰺7i受　　曜）年

麓72ぐ　　五）年

　魂68，i5蓬斥

　総9、繊2

i，56暮，3磁

　警欝．§38

　磁巷蝿9

77．§認欝§総

ii5，3欝　　i欝

235．7翻　85§

圭2§．86垂　　　i7｛墨

8き，72i　　　｛蟹翼》

総門4§9

茎6　7騰

i§　玉総

越　　256

工3　62§

綴醗：ゼ擁脳専売兜i警鷹専売公祇．，欝§6年，踏ページ。

て「維新政権」ということに．なろう。

　この経緯は，露鋒年6月に，r聾村宗七・井上絹多」の名義で，r霞内宝鑑守・郷家老中」あてに

鐵された文書によって知ることボできる。それは次の通むである。

　　「鉱手紙致啓上躾然者郷薄舞絹之ため当地在留牽儒生商人キニフル糞婆舞買入被統躾蒸気船董

　　小銃代払方之儀鐡綺羅藩士岩綺弥太鄭殿右蕎会卜韓談種々議論を尽し納銀約定被趨立鑑未キニ

　　フル公辺へ苦情申立躾付當月牽三菱堂表外露管事御役勝において雛者共儀も鰐談いたし繰越キ

　　ニフル臨会之考申立無二考右岩鋳氏灘夢取極躾約定書面を麟取堅め躾ため各様二砺も右約定霧

　　通り聯穣違不敷演後進論等之儀無之旨裏叢御調趨之上猶当地政癒之箋露無之癖者是迄之引合延
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表5．　イ亨ス商会の代運

　　　　　　　　　　挑　　名

A擬垂e瞭esellsc簸藏熱er琶lse譲撫撫strle
羅召B藻ec藪e誌aピ」磁a駐韓Cas費aτ｝蓋ar衰醸三

Ar獅麺」磁gL紘。盤磁ve難感躍＆sc養漉躍aむ紘

Beギ黛灘3陥9量e£trk雄Wgr設s．L羅

Beゼ1撫er簸asc猛簸e譲》a琶A．G．

Act融一（3esells欲a養‘L．S轟w簾t撫〔矯飾

魯r｛）磁s＆董〉oxe￥，L羅

C儘錘鍵盤無きCao確轟。慧。＆G継t呂一至〉erc始Co．

£㎏綴sc盤e　w置鐸繊一難顯一躍穣盛t沁欝｛a魏盈磁

藍｝琶sse茎｛垂Or｛εr　翼墨寂SC｝盛ηe警むa鯉　盛．G．

＝」．L春総麟a雛se捻ノ

猟ssε麺or｛殺翻鞭er霞～議re藏ess醗aむ漁
獲〉敬r覆。（｝｝

懲籍　　　　　　製　　　　　薩

ドイツ　　橋梁及建設紡料

ドイツ

ド4ツ

ドイツ

身

軽慶鉄遂機醗車

登電機・電動機・嚢勤車蜷　　　我選震

魚形嵐雷及敷設水雷縫　　　　　我遅漢

イギリス　友鐘紡積機縫

ドイツ　　 家乗毒鐸｛鐸1幾1車鍔肇タイヤー健芭

　　　　掛鏡・拳銃及実包縫

ドイツ　　　材料強弱試験機

ドイツ　　舞舞強弱試験機・本管式汽罐

総代理一蒙1

Fr雄．K汽脚A．G． トイツ 鍛鑑・郵簸・鍛蘂機翼建 総．我鍛窃

Ge善灘認αA盤slα スイス 各種苓オ料麹§§試験機 総糞鯉、繊

毛」。A鵬sler－L雄餐。糞＆S（燕擁｝

Ge弩r．臨r重職 ドイツ キヨルチング筑覆霧讐 綴代運一慈

GεG．｝盤ttefsley。至一纏 イギ夢ス 各種、む織機 総幾幾。，落

Go趨星er＆；c倉． ドイツ エボナイト、シャヅノル 総氏零．，震

臆断　蓼機織製造飛と後輩珪蓑　蓬二益協会，謄羅年．

注　会鮭農の表記隷癒文のままであ撃，．）の串は縷会佳名である。

　　滞致し躾次第も有之醗分安意いたし兼躾翼右之手数取器呉繧様頬灘繰盤其憲岩綺弥太郎殿二も

　　篤と御承知故承雇遣し蝶翼懸紙是迄之岩崎殿約定婁絹添差進躾依之裏謬華々御認め郷返騨可被

　　成躾其一と嘗政瞬二薦も奥印致し後方江縮渡し再串と存躾右倒懸合得貴意獲麟蟻御壁躾以上」鋤。

　これによって知られることは，第一に，土佐藩の代表として岩騎弥太鄭ボ交渉を取参まとめるべ

く登場していることであむ，第二に，土鑑藩灘の簑務が野蒸気綴蓋（実は，「兵獲麟」すなわち軍艦）

や「小銃」という軍露品の買い入れに．よるものあること，第三に，クニフラー商会と土佐藩との闘

で争論となっている返済に絶して，「維新政権」が，いわば保証人として位置することになったこと

である。これによって，上盤藩からの返済計錘はクニフラー繭会の受け入れるところとなったので

ある。

　かくして，クニフラー商会への返済開題は，r…璽政府二薦も縫懸参取極鉄王萬一聯二薦も穏違有

之躾簸ハ御蒲之失体は申二不及政織二於薦も威権を失い娯事」と猿鬢づけられて，r以後之頬事を不

引起様稜々簿心付有之慶祥饒」と，新政購は土佐藩に対して注意を喚起するに至った鋤。

　もはや，クニフラー商会と土佐藩との翼逮について，これ以後の過程をたどることは，護来ない

のであるが，さしあたう，上盤藩翻が返済する際に基盤とすべき縫麟貿易の趨勢について見ておこ

う。表曇こよれば，樟麟貿易の規摸は，上盤藩ぷ存続していた瞬治初年にあっては，拡大墓講にあっ

たと言うべぎであろう。しかし，杉山紳也氏によれば，「鰺67年半ば漿よ参鰺重る国内通貨の激しい

下落によって輸入貿易は大ぎな影響を受け，また石炭と茶以外に見るべぎ輸鐵品をもたない長麟貿

鶉）蓼長騎士琵繭会麗課文講55ページ。

蓬7）　講灘。
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笠井1幕宋・維新難におけるクニフラー藏会の貿易活動

店契約凝（欝欝年）

会　縫　名　　　　　i 籔籍 製　　　熱　　i
／．↓　r王i『3曇輻

（｝。εrzCPAGo纏sc益を汽a義目至t　　　　　　　　l ドイツ 礁艶艶鏡・灘雛　　i 舞獣選一燕

G翌aser　F．C．＆R．｝獲撫至艶

践．F盤墨隈∋τ

｝｛．Sc蕪r舞

｝｛orsずal璽s凌残。至｛｝鍛灘

Jac睡e宅．』13雛εS

M墨ttwe猴a擁e出a盤lsc爽eKra欝ze擁諭r鑑

翼or改…ε魏s嶺e　See雛圭｝ε1響曾r髭εA．G．

o毎α搬aveギ＆c〔タ．

Pe玉茎｝eダs畿CG．，A．G。盤εr蟻罫雄zeη≦騨ss

s談。盤sl就藝9Masc｝蕪轟総員多aむτ欺

・嚢圭。盤ar6蚤｛art盤a盤嚢ナ

SlrJ餓es璽ar贈r＆S倉簸s．Lt毬

s｛療蒼燻銀sac1ε費豊e｛艶Co簸str眠tio簸擁aca盤｛モ襲es

Sta娠w（ヨr嚢e　Verむ農農｛董A．（｝．

t∫．野（｝r癬定z＆c（）．

V慮灘盤a盤嫌綴麟6A澱ara油獺
等琴e蕪εr　Teで灘e｛ヨr

ド仁ノ

ヂイツ

スイス

ドイツ

ドイツ

ドイツ

汚期

ドイツ

ドイツ

ドイツ

ドイツ

ドイツ

鬱憂鉄造材欝　　　　　　　　　　総裁羅痕

パルプ製造機織縫

染豊機　　　　　　　　　、纏戦籍
カードクP一ジング　　　　　　　　総裁鐸．1叢

速穫訴

カードク・…ジング　　　　　代運繊

細薮電線

染邑畏漂垂…機織

各種チルド，アイヨン，ロ…ル　1総代理藝

各種紡績機械趣　　　　　　　　、総羨獲i華薦

織薦仕ヒ機鍼　　　　　　　　　　総残響総

羊毛ト、，プ襲造機蛙　　　　　　1特約篠

軽量及重量軌条継巽銀経　　　　　代理黛1

紡績蕪購機織及幾圭二機　　　　　　総代舞i！年彗

嚢空硫嫁譏描絵装鷺縫　　　　　　総裁華華葦

紀単葉贔・火薬製造網材料縫　　、総殺理鐵

　　　　　　　　　　　一

易は不籔に鞭った」麟ことや，撞羅貿易の中心が，長綺から，神戸へと移っていったことなど鋤を

考癒すれば，長騎を遽点とする，クニフラー商会の貿易業務は転機にあったというべきであろう。

（1矯　クニフラー甕会からイ鱗ス藏会へ

　　貿易商社瓢代理店業務の時代ヘー

　幕末・維新覇における外蟹貿易商鮭の取接轟轟の中心の一つであった「艦鉛」の「売部代懸は，長

醗欝欝によるものが大謡分で支払いの遅鍾，遅滞も多」黝いものであったと言われている。土佐藩の

買い入れた艦麟・小銃・火薬などについても同様であった。その一一嬬は，本稿で墾らかにしたとこ

ろである．クニフラー商会は，土佐i藩特産物である擁騒の販売を一手に押さえることを騒参つつ，売

劫した艦鉛や兵器の代金懇薮を確録しようとしたのであった。しかし，その達成は罎難を極めたと

いえよう。

　以上は，長崎を擁点とするクニフラー藤会の貿易活動の一輪をかい豪見たにすぎないとは言え，次

鐘蓼）　前掲，杉t葺｛串雀「グラバー商会（二）」珪巷5ベージ。

磐）醗籏貿易について，欝欝（霧治2年）でみれば，翰墨総額§，8繋．簸百斥であ毎，輸出港脳では神奈繕3灘齋

　　斥，兵難5．露玉．簸喜斤，そして長騎玉，磯7百斥となっている（蜜舞稗雄・大内力織ぎ輯治祷年の貿易統言縫

　　棄京大学墨叛会，欝§8年）。更に，杉山神癒男雛治緩新とイギリス落人王（繭掲〉鍵§ベ…ジ録下をも参照さ

　　れたい臼

5弱　離掲，彰鐵神癒rグラバー商会（、二）」韓§ベージ．更に杉山神毯ぎ競治雑新とイギ夢ス癖人盛夏養鶏）を参黙。
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の文賑の中に位置づけられよう。

　クニフラー商会は，長崎に続いて，感磁年に穫浜支店を設立し（ギルデマイスターが支賎長），更

に，茎8§8年，神戸に進鐵することによって．鰐響貿易活動を麗麗したのであった磁。この邊程で，長綺

と巌浜に．「焙茶断3を設けて，「茶の輸欝に聾して姦導的役割を演ずる様になった」泌こともあった。

　しかし，幕末・維新難の，いわ薮軍需品鍛接に集中した貿易業務の一応の叡東に薄癒すべく，ル

イス・クニフラーは，「欝本のL・クエフラー甕会の為の廷入会苞」をドイツ・デュッセルドルフに

設立する（総総年）鰍。この方向での貿易業務を蓬っていくのが，鰺弱年に「曇本のレクニフラー

講会へやってぎた」カール・イ婆スであった秘。カール・イ夢スは，i＄73年に融本のクニフラー

商会のパートナー」とな吟織，r懲8§年（墾治捻年）3月鍵蔭を懇として」，タエフラー藩会を引き

継ぎ，rC・イ婆ス商会j　C．鐙量s＆Co．と変更した瞬。

　その薪C・イ夢ス商会が極東貿易に大ぎな役割を占め続けることが毒来たのは，以前から簿1ぎ継

いだ盛窃から1多数の大ドイツ企業の極東代運店となって居た」ことによっていた。特に，「C・イ

婁ス簡会が19欝年（大豊3年）まで騒本で代建艦であったフ穿一ドワッヒ・クルップA・Gは，経

営者闘の麺人的関係は〔が3極めて友好的なもの」灘の代表であった。かくして，β本の貿易構成に

おいてr馨本の鉄鎚・機械輸入」が駿ε8鉦8§年の企業勃興類以鋒急増し，……産業革命の雛嬢に見

合う貿易権成上の変イ雛紬がみられたことにも，クニフラー講会ニイ夢ス商会は薄癒することがで

ぎたのであった。この結果，イサス商会は第一次大戦以前に．おいて，「在醤縁浅館中の主鮭を占め手

広く営業なし盛溌を呈し居たる」謝と言われることとなる。更に言えば，第一次大戦以前において，

イ夢ス商会が代蓬窓契約を結んでいたのは，表5のとお鯵である。これらの貿易活動に関する験討

は今後の課題とさぜるを得ない．侮れにしても，クニフラー商会からイ夢ス商会への名称変更は，単

なる名称変更にとど叢るものではなく，それは憲た，磐露貿易繭縫が，幕末・維新難において，艦

船や軍需墨などの売舞をテコとして馨本の翰墨産贔を確課するという形態から，代建店として手数

料薮入を軸とする貿易業務の展開へと転換していくという趨勢の一端を握うものでもあった。

［追記］　なお，本稿は「平成婆年慶科学鱗究費補紡金　一般馨究C　外国貿易商鮭を蝶介とする披

講二生産の受容過程，その歴史的経験一イ婆ス趨会の代遅繕機能の変遷と野睡産化」一」に．よる麟究

成果の一籌である。
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麟掲終サス爵会嚢ぎ年鰹52ベージ．

i灘豊二．3｛》雌難ベージ。

講数．57ヘージ。

i轟1二，55ベージ、

購ヒ，誌ベージ。

瞬L，齢ベージ。

以ヒ，睡董1零露ベージ臼

繭掲，　慕井寛治ぎ透代誓事1とイギ》ス資本重垂嚢3ページ。

『三聾惚産会義「鵠八難支凄炎会議資料1替　反鮮轟轟」｛火f菱十年灘鍔講），難難渋人三井支離所蔵．劾産一

375。
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